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□■第２回学校運営協議会を開催■□
６月１２日に第２回の学校運営協議会を開催しました。
子供たちの日常の学習の様子を参観していただきました。

【地域学校協働活動の説明】

≪ご意見≫
○あいさつを自分から先にする子供たちが増えてきましたね。
○どの学級も，落ち着いて学習に取り組んでいましたね。
○ランチルームが７つの教室に生まれ変わり，学習環境がよくなりました
ね。すごくきれいです。
○デジタル教科書，すごいですね。驚きました。視覚的にどうしたらいい
かよく分かります。
○全員がタブレットに向かって表現物を作成していて，まるで会社みたい
でした。多様な考えが出されていました。
●４０分授業になり，子供たちに学習内容や進度の負担を感じさせない
ようにしてほしいです。
●ひまわり学級の授業を参観したが，とても手厚いと思いました。しかし
中学校に進学し，特支学級のやり方にずい分戸惑っているようです。糸
島市全体で，小中連携して支援していってほしいです。

今回の学校運営協議会には，地域コーディネーターの皆様にもご参加いただきました。
地域コーディネーターとは，地域と学校の連携・協働の推進にあたり，重要な役割を果たす
方々です。今年度は８名の方が地域コーディネーターとして，教育活動の充実に向けた支援
をしてくださいます。(地域コーディネーターは坂田様，篠原様，宇都宮様，木村様，畠山様，
串間様，二木様，村上様です。)
４月に地域コーディネーターの皆様と学年主任とで，カリキュラム会議を行いました。年間
カリキュラムをもとに，地域人材の方にご協力いただきたい教科・内容を協議し，授業協力
者等，選定してもらっています。ありがとうございます！

１年生は，芋の苗植えや芋ほり，昔遊び
２年生は，校区探検
３年生は，農家の仕事や可也校区の歴史，そろばん
４年生は，ＳＤＧｓや花いっぱい運動，そろばん
５年生は，ソーイングやミシン
６年生は，夢トライや合唱指導
などで，保護者の方や地域の方に支援して
いただいています。


